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利用時間 の 推移

ビーム核種で集計

★ 来年度は、
＞ 500 hr , ＞40回 を超えそう…

★ 回数の増加の背景
→ 試験品種数が増加
→ 短時間で複数回

（試験会社の準備が
間に合わない為）

→ 最大５社まで
連続実施で対応

ビーム核種ごとに 利用企業別(色分け：企業名秘匿) で集計

★ 新ビーム：Xe, C
→ 順調に増加中

★宇宙産業界は、重イオン加速器を必要としている
(学術) @ E3
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